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委
員
会
レ
ポ
ー
ト
②

８
月
30
日
、産
業
厚
生
常
任
委
員
会（
坂
口
尚
示
委
員
長
）は
、「
農
作
物
の
作
況
に
つ
い
て
」

豊
頃
町
農
業
改
良
推
進
協
議
会
の
作
況
調
査
に
同
行
し
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

１
　
調
査
の
経
過
と
結
果

　
調
査
当
日
は
、
町
内
の
10
圃
場
８
作

物
に
つ
い
て
１
圃
場
ご
と
の
作
物
の
草

丈
、
着
筴
数
な
ど
の
生
育
状
況
や
、
病

害
虫
の
発
生
状
況
、
農
作
業
の
進
捗
状

況
、
今
後
の
注
意
事
項
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

　
本
年
は
、
馬
鈴
薯
の
植
付
作
業
や
、

て
ん
菜
の
移
植
作
業
、
豆
類
の
は
種
作

業
は
平
年
よ
り
や
や
早
く
終
了
し
、
そ

の
後
も
順
調
に
生
育
し
て
い
る
が
、
７

月
上
旬
か
ら
中
旬
の
日
照
不
足
、
８
月

初
め
の
高
温
に
よ
り
小
豆
の
莢
数
が
平

年
を
大
き
く
下
回
る
な
ど
の
影
響
が
出

て
い
る
。

　
調
査
時
点
で
の
作
物
ご
と
の
生
育
状

況
は
、
て
ん
菜
は
、
病
害
の
発
生
は
少

な
く
、
根
部
の
肥
大
も
順
調
に
進
ん
で

お
り
平
年
以
上
の
収
量
が
期
待
で
き

る
。
馬
鈴
薯
は
、
６
月
の
日
照
不
足
に

よ
り
軟
弱
徒
長
し
、
一
部
圃
場
で
は
倒

伏
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
平
年
を
上
回

る
収
量
が
見
込
ま
れ
る
。
豆
類
は
、
６

月
上
旬
か
ら
中
旬
の
日
照
不
足
に
よ
り

生
育
が
遅
れ
た
も
の
の
、
７
月
下
旬
か

ら
８
月
上
旬
の
好
天
に
よ
り
茎
長
、
莢

数
は
回
復
し
て
お
り
、
平
年
並
の
収
量

が
予
想
さ
れ
る
。
な
お
、
小
豆
は
、
７

月
上
旬
か
ら
中
旬
の
日
照
不
足
に
よ
る

開
花
の
遅
れ
や
７
月
下
旬
か
ら
８
月
上

旬
の
高
温
に
よ
る
落
花
に
伴
い
、
莢
数

が
平
年
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
が
、

回
復
の
気
配
は
見
ら
れ
る
。

　
牧
草
は
、
一
番
草
、
二
番
草
と
も
に

生
育
は
順
調
で
、
一
番
草
の
収
量
は
平

年
よ
り
多
か
っ
た
。デ
ン
ト
コ
ー
ン
は
、

草
丈
は
順
調
に
生
育
し
て
お
り
、
平
年

並
の
収
穫
量
が
見
込
ま
れ
る
。

　
な
お
、
す
で
に
収
穫
作
業
の
終
了
し

た
秋
ま
き
小
麦
は
、
融
雪
が
早
く
、
そ

の
後
も
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
か
ら
順

調
に
生
育
し
、
平
年
を
上
回
る
収
量
と

な
っ
た
。

２
　
ま
と
め

　
調
査
時
点
で
の
状
況
は
以
上
の
と
お

り
で
あ
る
が
、
今
後
の
台
風
等
に
よ
り

作
物
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
後
に
お
い
て
は
、
病
害
虫

に
よ
る
被
害
、
霜
の
降
り
る
時
期
に

よ
っ
て
は
豆
類
の
収
穫
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
全
町
的
に
中
長
期
的
な
明
・
暗
渠
排

水
な
ど
の
農
地
基
盤
整
備
対
策
に
よ

り
、
安
定
的
な
収
量
確
保
に
向
け
た
対

策
を
講
じ
る
こ
と
や
、
本
格
的
な
収
穫

期
を
迎
え
る
に
当
た
り
農
作
業
事
故
の

注
意
を
喚
起
す
る
よ
う
関
係
機
関
等
を

通
し
て
指
導
の
徹
底
を
求
め
る
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。
　
　
※
要
約
掲
載

農作物作況調査の様子

　定例会や臨時会などの会議の内容
は、会議録に詳細に記録されています。
　ご覧になりたい方は、町ホームペー
ジを閲覧されるか、議会事務局へお問
い合わせください。
　また、議会だよりの感想もお待ちし
ております。

T E L　015-574-2222
FAX　015-574-3955
（議会事務局直通）

議
会
広
報
づ
く
り
を
学
ぶ

広
報
特
別
委
員
が
研
修
会
参
加

　
８
月
20
日
、
札
幌
市
に
お
い
て
議
会

広
報
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
議
会
だ
よ

り
の
編
集
を
担
当
す
る
議
会
広
報
特
別

委
員
会
委
員
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
全
道
１
１
３
町
村
か
ら
、
５
６
９
名

の
議
員
や
職
員
が
出
席
し
、
月
刊
総
務

編
集
長
の
豊
田
健
一
氏
を
講
師
に
迎
え

「
読
者
目
線
で
親
切
な
広
報
誌
を
作
る

に
は
～
手
に
取
ら
れ
、
読
ま
れ
、
行
動

に
結
び
つ
け
る
に
は
～
」
と
題
し
、
事

前
に
提
出
さ
れ
た
５
町
の
議
会
広
報
を

題
材
に
、
記
事
の
書
き
方
や
写
真
を
取

り
込
ん
だ
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
議
会
広
報

作
成
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

研修会講師の豊田健一氏

会議の詳細は会議録で

議会だより創刊100号

意　見　書

▷林業・木材産業の成長産業化

に向けた施策の充実・強化を

求める意見書

　産業厚生常任委員会にて審査し

た意見書案が、常任委員会委員長

から提案説明され、原案のとおり

可決し、関係省庁に提出されまし

た。

提案説明する坂口尚示議員

請願を不採択と決定

　
９
月
15
日
に
、
本
町
の
姉
妹
都

市
で
あ
る
富
山
県
滑
川
市
か
ら
上

田
昌
孝
市
長
、
原
明
議
長
を
は
じ

め
市
議
会
議
員
10
人
が
、
福
島
県

相
馬
市
か
ら
米
山
光
喜
議
長
、
堀

川
利
夫
教
育
長
が
来
町
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
来
町

し
た
皆
様
は
、
と
よ
こ
ろ
産
業
ま

つ
り
に
参
加
さ
れ
た
の
ち
、
本
町

議
員
と
交
流
を
深
め
、
本
町
特
産

品
の
秋
あ
じ
、
じ
ゃ
が
い
も
、
と

う
も
ろ
こ
し
な
ど
を
堪
能
さ
れ
ま

し
た
。

滑川市議会議長及び議員、相馬市議会議長などが

来町し、交流を深めました

姉
妹
都
市
の
交
流
を
深
め
る

︹
８
月
︺

20
日
　
町
村
議
会
広
報
研
修
会
～
札
幌
市

23
日
　
十
勝
町
村
議
会
議
長
会
主
催

　
　
　
議
長
研
修
会 

～
池
田
町

30
日
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

（
農
作
物
作
況
調
査
）

︹
９
月
︺

2
日
　
議
会
運
営
委
員
会

5
日
　
第
３
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
　（
補
正
予
算
、
そ
の
他
）

　
　
　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

10
日
　
第
３
回
定
例
会
（
２
日
目
）

　
　
　（
平
成
30
年
度
決
算
認
定
）

11
日
　
第
３
回
定
例
会
（
３
日
目
）

　
　
　（
一
般
質
問
、
意
見
書
、
そ
の
他
）

　
　
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

15
日
　
滑
川
市
議
会
議
長
及
び
議
員
、
相

馬
市
議
会
議
長
来
町

︹
10
月
︺

9
日
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

21
日
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

25
日
　
札
幌
豊
頃
会 

～
札
幌
市

28
日
　
十
勝
町
村
議
会
議
長
会
主
催

　
　
　
議
員
研
修
会 

～
足
寄
町

29
日
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　（
所
管
事
務
調
査
）

◎
今
後
の
予
定

︹
11
月
︺

2
日
　
東
京
豊
頃
会
　
　
　
　
～
東
京
都

13
日
　
全
国
議
長
大
会
　
　
　
～
東
京
都

20
日
　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　（
所
管
事
務
調
査
）

︹
12
月
︺

6
日
　
議
会
運
営
委
員
会

11
日
　
第
４
回
定
例
会
（
１
日
目
） 

　
　
　（
補
正
予
算
、
そ
の
他
）

18
日
　
第
４
回
定
例
会
（
２
日
目
） 

　
　
　（
一
般
質
問
ほ
か
）

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

請　 願　 名 個別削井戸工事助成金創設に関する請願書

請　 願　 者
礼作別
株式会社豊頃中央農場　ほか４人

紹 介 議 員 杉野　好行　議員

請 願 の 要 旨
家畜用水の安定的な確保と水不足を解消する
ため、井戸の複数化に伴う削井戸工事費の４
分の３を助成する制度の創設

滑
川
市
・
相
馬
市
議
長
来
町

議会だより創刊100号

○委員会の審査結果

　請願を産業厚生常任委員会に付託して審査した結果、委員会は不

採択すべきものと決定しました。　

○議会の決定

　産業厚生常任委員会の審査結果をもとに本会議で採決した結果、

不採択と決定しました。

　•付託された同委員会の意見

　　　井戸を掘ることに伴う既存の井戸への影響など様々なリス

クが想定されることや個人財産への４分の３という高い補助

率の根拠、他の施策との整合性などの問題から請願の採択に

は反対との結果となった。

　　　なお、緊急的な水不足への対応には、貯水タンクの増量な

ど現状の町水道を利用する中での対策を産業団体との現状共

有を図り、町と検討すべきではないかなどの意見があった。

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
議
会
日
誌

役
場
だ
よ
り


